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『楽集レクリエーションルーム「ふわのき」』とは

場所
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「ふわのき」立ち上げの経緯

地域の高校生と共に「ふわのき」を立ち上げ 2024年10月

子どもたち
の課題

公民館との
連携

・2日間で、子どもたちと、中高生・地域の方のべ１００人が参加
⇒[成果]「今後もこのような活動があったらいい」「続けてほしい」という多数の声

子どもたちの
現状

「家に帰ってもだれもいない」「学校に行きにくい」
「勉強を教えてもらう場所がない」「大人はなにもしてくれない」



●こども家庭庁 こども家庭審議会
「こどもの居場所づくりに関する指針」２０２３年１２月閣議決定

『「居場所」は「生きる上で必要不可欠の要素」であり、居場所
がないことが「孤独・孤立の問題と深く関係する重大な問題」』

と明示。

今、子どもたちに必要なこと ～「居場所」の必要性～



じ

今、子どもたちに必要なこと ～社会的側面から～

＜少子「超」高齢化の未来＞

若い世代が交流する機会を増やし若者同士で楽しみなが
ら競い合う環境が必要。若い世代同士が交流する中から
新たな発想が生まれる。

読売新聞（２０２５年１１月８日）



じ

「いつの時代も子どもは遊びを通して人間力を学ぶ」

今、子どもたちに必要なこと ～５年後、１０年後を見据えて～

「人間力」とは？



じ

今、子どもたちに必要なこと ～５年後、１０年後を見据えて～

「何かを一度もやったことがなければ、それが好きか嫌いかもわからない。」
「子どもたちにとっての想像力の幅、人間にとっての選択肢の幅は、大なり
小なり過去の「体験」の影響を受けている

様々な人とふれ合い体験する機会の必要性

「人間力」の定義

生きる力



じ

「子どもの頃の体験が、大人になってからのやる気にも影響」

今、子どもたちに必要なこと ～ ～
子ども時代の体験は
前向きで充実した人生の基盤



「ふわのき」の活動内容

地域で共育する子どもたちの未来

①楽集コミュニティルーム

②レクリエーション

週1回金曜日 16:30～20:00

月１回日曜日 2時間程度

モットー



「ふわのき」の活動の様子

①楽集コミュニティルーム

②レクリエーション



「ふわのき」の成果



大切にしていること

①地域団体、地域住民、学校、公民館、企業との連携。

⑤切れ目のない広報活動。

②子どもたちに寄り添い、声を聞き尊重する。

⑥学習見守りボランティアを外部募集。

④子どもたちの力を信じて見守り、信頼関係を築く。

③大人が先導せず子どもたちの自由な発想で考え決められるよう促す。

⑦何のために何をやるか。できることはまだある。



現状と課題・今後の展望

現状
と
課題

今後

現
状
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最後に

・「ふわのき」を多くの人に知ってもらい、未来を担う子どもたちに
温かいご支援、ご協力をお願いします。

・子どもたちが主体的に取り組める場、子どもたちと地域や
多世代が交流できる場、学習支援の場、居場所などを。

・地域の子どもたちにどう育ってほしいか…
地域の子どもたちは地域で育て、地元愛を育む。



ご清聴ありがとうございました


